


開催概要

日時：平成30年6月9日（土）午後2時00分

会場:RoyalHotel長野2階「白馬」

（旧信州松代ロイヤルホテル）

〒381-1215長里柿松代町西寺尾1372-1TEL:026-278-1811

参加費:3,000円

学術大会

会員懇親会日時：平成30年6月9日（土）セミナー終了後

会場:RoyalHotel長野2階「グランドホール」

親睦ゴルフ日時：平成30年6月10日（日）

会場：川中嶋カントリークラブ

〒388-8016長野市篠ノ井有旅5292TEL:026-293-4111

本会参加により、専門医認定単位を取得することができます。

（学会専門医更新用6単位、もしくは、機構専門医更新用2単位)。

発表6分、討論4分です（時間厳守をお願いします)。

プレゼンテーションはWindowsPowerPointのみ受け付けます（枚数制限なし)。

データはUSBメモリーにてご持参下さい。

発表者の受付時間は13：00～13：30までとします。もし間に合わない場合は必ずご一報下

＊

＊
＊
＊
＊

さい。

信州地方会会員は、抄録（400字以内）を当日開始前に提出して下さい。

奨励賞（各地方会賞：山梨、新潟、信州）は卒後10年目までの発表者が対象となります。

選考資格者は、全演題を聴取した方に限られます。投票用紙は受付にてお渡しします。

全演題終了後、演題番号を記入し投票していただきます。

日本泌尿器科学会会員の先生は、必ず会員カードをご持参下さい。

＊
＊

＊

＊無料送迎バスは長野駅東口「ユメリアバスパーク」を13：15に出発します。

帰りは、ホテルを19：45に出発いたします。（所要時間約30分）

〒39,8621長野県松本市旭3-1-1

信州大学医学部泌尿器科学教室内

日本泌尿器科学会信州地方会事務局

TEL:0263-37-2661FAX:0263-37-3082

E-mail:urology@shinshu-u.ac.jp

皆川倫範・鈴木中・井上貴浩



プログラム

＜開会の辞＞14：00～14：05

石塚修（信州大学）

＜セッション1＞14：05～15：15

座長道面尚久（信州大学）

【奨励賞候補演題・山梨】

1．救命し得た褐色細胞腫クリーゼの1例

葛西義史'、澤田智史'、三井貴彦'、吉良聡'、今井佑樹'、松田結'、武田正之'、

一條昌志2、高三野淳一3（1山梨大学、2山梨大学第3内科、3同救急部）

褐色細獅重クリーゼはカテコラミン過剰放出により急激に全身状態が悪化しうるが、薬物

治療に抵抗性を示すことがある。当科で薬物治療に抵抗性を示し、緊急手術により救命し

得た1例を幸皓する。

【奨励賞候補演題。信州】

2．陰襄内に発生した褐色脂肪腫の1例

林田迪剛、萩原喜一、小川貢平、永本将一、阪口和滋、矢野晶大、浦上慎二、岡根谷利一

（虎の門病院）

34歳男性､右陰襄内腫瘤の増大傾向と陰襄痛を自覚して受診脂肪肉腫を疑って、右陰襄

内腫瘍と右精巣を一塊として切除した。病理診断は褐色脂脚重であり、精巣は正常であっ

た。文献的考察を加えて報告する。

【奨励賞候補演題。信州】

3．巨大副腎腫瘍の2例

大池洋、塩崎政史、羽場知己、山本哲平、小口智彦、飯島和芳、加藤晴朗

（長里流民病院）

巨大副腎腫瘍を2例経験した。症例は73歳男性と76歳男性であり、両症例とも悪性腫瘍

が否定できず、開放手術で摘出した。文献的考察を含め報告する。

【奨励賞候補演題。新潟】

4．前立腺襄胞腺腫の1例

池田多朗、黒木大生、石崎文雄、星井達彦、山名－寿、小原健司、冨田善彦（新潟大学）

前立腺襄胞は画像診断上、時折認められる稀な疾患である。今回我々は、残尿感を主訴と

して来院した、増大傾向を呈する前立腺襄胞蹴重を経験したので文献的考察を加えて報告

する。



【奨励賞候補演題・山梨】

5．尿管異所開口の2例

松田結、三井貴彦、平岡正義井原達也、吉良聡、澤田智史、神家満学、武田正之

（山梨大学）

尿失禁を主訴とした女児2例の尿管異所開口を経験した。尿管は2例とも膣に開口し、所

属腎は低形成であった。後脚蕊下腎摘出術を行い、尿失禁は消失している。文献的考察
を加えて報告する。

【奨励賞候補演題・新潟】

6．金属リングにて陰茎絞槐症を来した1例

松本華奈、鳥羽智貴、石崎文雄、笠原隆冨田善彦（新潟大学）

症例は56歳男性。カーテンを吊るすリングを陰茎に20個はめたところ、抜去困難と

なり救急外来を受診した。陰茎絞拒症の対処法と文献的考察について報告する。

【奨励賞候補演題・信州】

7．尿管ステント癒着のために治療に苦盧した両側尿路結石症の1例

手塚雅登、鈴木都史郎、上野学、皆川倫範、石塚修（信州大学）

両側の尿路結石症に伴う左水腎症に対し左尿管ステント留置後、ステント交撫寺に癒着に

よりステント先端が離断され、治療に苦慮した症例を経験したため、若干の文献的考察を

加え報告する。

休 憩5 分

＜セッション2＞15：20～16：20

座長笠原隆（新潟大学）

【奨励賞候補演題・信州】

8．精巣破裂が疑われた外傷性陰襄内皿重の1例

松本侑樹'、下島雄治'、今尾哲也'、岸蔭貴裕2、天野俊康’（'長野赤十字病院、

2長野県立こども病院）

症例は9歳男児｡外傷による陰罫重大を主訴に当科受診｡陰襄超音波､単純CIにて精巣破

裂が疑われ手術を行った。術中所見は皿重のみで、精巣白膜は保たれており、外傷性陰襄

内岫重と診断された。

【奨励賞候補演題・新潟】

9急性下大静脈閉塞で発症した後圃莫原発性腺外セミノーマの1例

村田雅樹1、乾幸平1、長谷川岡112、池田洋平3、中川由紀1、西山勉|、冨田善彦4

（新潟大学地域医療教育センター魚沼基幹病院｜泌尿器科､2病理診断科､3放射線診断科、

4新潟大学）

30歳男性。2週間前から左下脚動長が出現増悪し、CTで腹部大動脈と下大静脈を巻き込む

腫瘤､下大静脈閉塞を認めた｡腫瘍生検でセミノーマと診断し､BM療法を4コース施行、

腫瘍はほぼ消失した。



【奨励賞候補演題・信州】

10．集学的治療により透析導入を回避することができた両側上部尿路癌の2例

鈴木智敬、道面尚久、上野学、永井崇石塚修（信州大学）

今回、我々は集学的治療を行うことで片腎を温存し透析導入を回避することができた両側

上部尿路癌の症例を2例経験したので文献的考察を加えて報告する。

11．当科における顕微鏡下精巣内精子採取術(MicroTESE)の検討

鈴木尚徳、和食正久、中沢昌樹、杵渕芳明（南長野医療センター篠ノ井総合病院）

当科において2013年4月から2018年3月までに施行した無精子症に対する顕微鏡下精巣

内精子採取術伽icroTESE)症例20例について治療成績をまとめ、若干の文献的考察を加

える。

【奨励賞候補演題・山梨】

12．排尿筋低活動のある前立腺肥大症に対する経尿道的前立腺核出術(TUEB)の効果について

下浦雄大|、澤田智史1、井原達矢1，松田結|、平岡正義3、志村寛史2、高橋宣彦1、

神家満学1、三井貴彦1、武田正之’（1山梨大学、2長久保病院、3済生会三条病院）

排尿筋低活動を示す前立蹴巴大症6例に対して経尿道的前立腺核出術(TUEB)を施行した。

全例で自排尿可能で自己導尿不要であり、TU配の閉塞解除が有効であることが示唆された。

【奨励賞候補演題・信州】

13．経尿道的前立腺核出術(HoLEP)における切除鏡径と術後尿道狭窄の頻度の検討

平山翔、中川龍男、山岸貴裕、増山玄天（長野松代総合病院）

当院では細径回転式切除鏡を2017年5月に導入した｡今回､新しく導入した細径回転式切

除鏡と従来の切除鏡との間で､HoLEP術後における尿道狭窄の頻度を各50例ずつ比較検討

したので報告する。

休憩 5分

＜セッション3＞16：25～17：25

座長中込宙史（山梨大学）

【奨励賞候補演題・新潟】

14．長岡赤十字病院における塩化ラジウム(223Ra)の使用経験

山崎裕幸、鈴木一也、米山健志（長岡赤十字病院）

223Raが承認されてから、当院では骨転移を有するCRPC症例4例に同剤の投与を行った｡若

干の骨髄抑制を認めたものの、全症例ともに6回投与を完遂できた。当院での初期使用経

験を報告する。



15．去勢抵抗性前立腺癌に対するエチニルエストラジオールの有用性についての検討

結城恵里、山名－寿、安楽力、石崎文雄、田崎正行、丸山亮、星井達彦、笠原隆

原昇、冨田善彦（新潟大学）

去勢抵抗性前立腺癌に対しエチニルエストラジオールを使用した8例について検討を行っ

た。6例でPSAの低下を認め、うち1例では50%以上の減少を認めた。治療効果､有害事象

などにつき検討し報告する。

【奨励賞候補演題・山梨】

16.RARP初期5例における医師経験年数別の比較

須田遼祐、吉良聡、中込宙史、平岡正義、高橋宣弘、井原達矢、澤田智史、神家満学、

三井貴彦、武田正之（山梨大学）

当院のロボット支援下前立腺全摘除術(RARP)において、各術者のそれぞれ初期5例に対す

る医師経験年数、手術時間、出血量、合併症、ラーニングカーブ、治療成績等について比

較検討した。

17．長里柿民病院におけるロボット支援前立腺全摘除術

飯島和芳、大池洋、塩崎政史、羽場知己、山本哲平、小口智彦、加藤晴朗

（長野市民病院）

2013年4月にロボット支援前立腺全摘除術(RALP)を開始し､2018年4月末までに600例の

手術を行った。結果を踏まえ、当院での前立腺癌治療におけるRALPの役割を検討する。

18．当科におけるロボット支援腎部分切除術の初期経験

今尾哲也'、下島雄治'、松本侑樹'、天野俊康'、岸蔭貴裕2（'長野赤十字病院、

2長野県立こども病院）

当施設において31例の腎腫瘍に対し､ロボット支援腎部分切除術を経験したので報告する。

また、それまで施行していた圃空鏡下腎部分切除術の手術成績と比較検討した。

19．高リスク前立腺癌に対するアジュバントホルモン療法を行わない高線量率小線源治療の臨

床的検討

小口智彦'、大池洋'、塩崎政史'、羽場知己'、山本哲平'、飯島和芳'、加藤晴朗'、

松下大秀2、橋田巌2（1長野市民病院、2同放射線治療科）

高リスク前立腺癌に対し､2013年4月よりネオアジュバントホルモン療法併用外照射併用

高線量率小線源治療を開始した。治療成績について発表する。

休憩 5分

17：30～19：00

川中島UrologyFrontLineSeminar(別紙）



川中島UrologyFrontLineSeminar
拝啓先生方におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

この度、川中島UrologyFrontLineSeminarを下記内容にて開催することとなりました。
つきましてはご多忙中とは存じますが､是非ともご参加下さいますよう、お願い申し上げます。

日時:平成30年6月9日(土)17:25～19:00

場所:RoyalHotel長野2F『白馬』
＊|日信州松代ロイヤルホテル(平成30年3月31日迄)です

〒381-1215長野市松代町西寺尾1372-1TEL:026-278-1811

【情報提供】17:25～17:30

『イクスタンジ錠40mg/80mg』 アステラス製薬株式会社

敬具

｡&"!7:30~18:15 、

座長:新潟大学大学院医歯学総合研究科腎泌尿器病態学分野

教授冨田善彦先生

「腎腫瘍の画像診断における戦略的考察」

演者:島根大学医学部泌尿器科学

教授椎名浩昭先生ノ、

↑8:15~19:00 、

座長:山梨大学大学院総合研究部泌尿器科学講座

教授武田正之先生

「CRPCに対する治療戦略」

演者:北海道大学大学院医学研究院腎泌尿器外科学教室

教授篠原信雄先生／、

＊会終了後､情報交換会の場(2Fグランドホール)を御用意しております。

主催アステラス製薬株式会社



RoyalHotel長野へのアクセス
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【予約制】無料送迎シャトルバス
◆長野駅東口「ユメリアバスパーク」でお待ち下さい。
◆長野駅東口～ホテルの所要時間は、約30分です。
◆道路状況により運行時間が遅れる場合がございます。ご了承下さいませ。
◆バスは予約制です。ご予約が無い場合は運行を行わない便もございますので

前日までに右記電話番号へお申し込み下さい｡TELO26-278-1811


